
今月の表紙

市内のとある民家。周囲の風景とマッチした茅葺屋根に趣を感じま

す。 住居空間はリフォームしており、茅葺屋根を維持するために必要

な「煙」を屋根裏に浸透させられない(燻蒸できない)ため、「茅の痛み

は早い」と家主さん。「暮らしとのミスマッチ」が生じている茅葺屋根で

すが、その葺き替え現場(別のお宅)に密着しました。 (自由研究)

‘地域のために何かやりたい人’と‘そ

れを応援したい人’を結びつける「一

関じもっと基金」。審査会、キックオフ

会議を経て、第２回共感寄付の参加

団体が決定し、寄付受付を開始しまし

た。今回は７団体がエントリーしており、

一口1,000円からの寄付で、共感する

活動・団体を応援すること

ができます。

詳しくはホームページまた

は下記まで。

ideaニュースレター「イデア」

2024.７
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「美しい地域を護ります」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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令和６年12月１日に公演予定の「第

26回一関藤沢市民劇場」を一緒に創

るキャストとスタッフを募集しています。

「演じることが好き」「演じてみたい」

「物を組み立てることや絵を描くことが

好き」「音響や照明に興味がある」

等々、未経験の方でも大歓迎です。

詳しくは下記までお問合せください。

岩手県南で「保護猫」活動(保護が

必要な猫を一時保護し、譲渡会等で

新たな飼い主を探す)や、野良猫を不

妊し、飼い主のいない猫を今以上に増

やさないための「地域猫活動」に取り組

む「ちいさな命をまもり隊」では、「保護

猫譲渡会」を月２回開催しています。

また、譲渡までの間保護猫を預かる

「一時預かりさん(ボランティア)」も募集

中です。条件等、詳しくは下記まで。

「スポーツウエルネス吹矢」

ジュニア会員募集中

募集

第26回一関藤沢市民劇場

キャスト・スタッフ募集中

募集
CHOPPER東北ツーリング№13

行こうぜ！宮城！女川‼

頑張ろう能登半島‼

イベ

ント

募集
一関じもっと基金

「第２回共感寄付」

寄付受付開始

情報

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53534 -24 24654 33

花泉 11690 -19 4681 2

川崎 3184 -8 1271 2

千厩 9566 -20 4088 -3

大東 11552 -46 4864 -11

東山 5738 -15 2274 0

室根 4272 -13 1801 -5

藤沢 6935 -8 2789 2

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 106471 -153

世帯数 46422 20

出生数 24 -6

2024年６６６６月月月月１１１１日日日日付

(2024年５月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

大豆加工商品等を購入する

「ホームラン会員」募集中

事業所名事業所名事業所名事業所名：社会福祉法人平成会

就労継続支援Ａ型

「ホームラン」

問合問合問合問合：０１９１-３２-１３８１(ホームラン)

(一社)日本スポーツウエルネス吹

矢協会では、小学生から高校生まで

のジュニア会員を募集しています(未

就学児の参加も可)。

スポーツウエルネス吹矢は、５～10

ｍ離れた円形の的にめがけて息を

使って矢を放ち、その得点を競うス

ポーツです。複式呼吸をベースにした

呼吸法によって血行促進、細胞の活

性化ほか、精神力や集中力が身に付

きます。全国大会も実施されており、

日頃の練習の成果を試すことができま

す。活動場所など詳しくは下記まで。

ちいさな命をまもり隊

「保護猫譲渡会」のお知らせ

情報

受付期間受付期間受付期間受付期間：２０２４年６月１日(土)

～９月３０日(月)

ＨＰＨＰＨＰＨＰ：https://ijimotto.jp/

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(一関じもっと基金事務局

いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 一関市 市長公室 政策企画課 ＤＸ推進係 (後編)

３｜団体紹介｜ 東山郷福餅つき隊

５｜地域紹介｜ 深萱自治会 （藤沢）

７｜企業紹介｜ ふるさとらいふ千厩店 （千厩）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊽ 子どもの仕事

９｜センターの自由研究｜ 仕事の流儀ファイル№５ 「茅葺屋根の葺き替え①」

オートバイ愛好者を中心にチャリティ

を目的としたイベントの企画運営を行

う「CHOPPER東北(代表が花泉町在住)」

では、下記日程でツーリングイベントを

開催します。

今回の目的地は宮城県女川町の特

設会場で、チケット料金の一部は同町

へ寄付します(交通費は自己負担)。

詳しくは下記まで。

開催日開催日開催日開催日：２０２４年８月２５日(日)

目的地目的地目的地目的地：宮城県女川町

チケットチケットチケットチケット料金料金料金料金：

＜前売り券＞ ３,０００円

＜当日券＞ ４,０００円

※ゲストによるライブ観覧料含む。１８歳以下

は無料。前売り券は７月までの販売。

問合問合問合問合：０９０-６６２２-８０２８

(CHOPPER東北代表・荒井)

※問合時間は平日１０時～１７時

募集対象募集対象募集対象募集対象：小学生～高校生

年会費年会費年会費年会費：５００円 ※未就学児は無料

問合問合問合問合:０９０-９７４９-０９２９

((一社)日本スポーツウエルネス吹矢協

会北東北ブロック顧問・萩田)

開催日開催日開催日開催日・・・・会場会場会場会場((((毎月毎月毎月毎月))))：

＜第２土曜日＞

蔵のひろば(一関市田村町８-１２)

＜第４日曜日＞

リームスホーム(一関市大町２-５０ １Ｆ)

※いずれも１３時～１５時開催

※７月は７月１３日(蔵のひろば)、７月２８

日(リームスホーム)の開催

問合問合問合問合：０９０-７０６１-７７８６(隊長・佐藤)

募集内容募集内容募集内容募集内容：

＜キャスト＞ 小学生以上(定員なし)

＜スタッフ＞ 音響班、照明班、化粧班、

衣装班、美術班など

各班高校生以上(若干名)

募集締切募集締切募集締切募集締切：２０２４年８月５日(月)

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-６３-５５１６

(一関市藤沢文化センター内

一関藤沢市民劇場実行委員会事務局)

(福)平成会が運営する就労継続支

援Ａ型「ホームラン」では、大豆加工

商品(豆腐、納豆など)やこんにゃく、季

節に応じた商品を製造・販売し、会員

宅や職場等へ届ける配達サービスを

しています(東磐井地域への配達は要

相談)。

商品は基本メニュー(ホームランパック

/2,185円(税込))ほか、希望する商品

(例：木綿豆腐400ｇ/185円、おから200ｇ

/60円、納豆３個パック/185円(全て税

込))を選ぶこともできます。配達は毎週

１回、決まった曜日にお届けします。

商品の種類やメニュー、価格等は下

記までお問合せください。



地域の「気になる人」を対談でご紹介
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が

講

師

だ

と

気

が

引

け

る

と

い

う

人

に

向

け

て

、

一

関

高

専

の

学

生

ス

タ

ッ

フ

が

希

望

者

の

自

宅

に

行

っ

て

教

え

る

と

い

う

事

業

を

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

家

庭

内

で

は

聞

け

な

い

ん

で

す

か

ね

(

笑

)

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

本

当

は

家

庭

内

や

地

域

な

ど

で

勉

強

会

を

し

て

も

ら

え

る

と

良

い

の

で

す

が

、

息

子

・

娘

に

は

「

ま

た

聞

く

の

？

」

と

嫌

な

顔

を

さ

れ

る

の

で

、

聞

け

な

い

よ

う

で

す

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

自

治

会

運

営

も

ア

プ

リ

な

ど

の

活

用

で

効

率

化

が

図

ら

れ

る

こ

と

も

あ

る

の

で

、

自

治

会

の

事

業

と

し

て

ス

マ

ホ

勉

強

会

や

り

ま

し

ょ

う

ね

、

と

い

う

流

れ

が

あ

っ

て

も

良

い

で

す

よ

ね

。

飲

み

会

や

交

流

事

業

の

在

り

方

を

模

索

す

る

自

治

会

が

増

え

て

い

る

の

で

、

「

飲

み

会

の

代

わ

り

に

ス

マ

ホ

教

室

を

し

よ

う

」

と

か

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

市

の

「

自

治

会

等

活

動

費

総

合

補

助

金

」

の

中

に

も

「

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

分

」

と

い

う

の

が

あ

り

、

自

治

会

内

の

情

報

を

オ

ン

ラ

イ

ン

で

提

供

す

る

た

め

の

シ

ス

テ

ム

を

導

入

す

る

場

合

に

か

か

る

経

費

を

補

助

し

ま

す

。

そ

う

し

た

活

用

も

視

野

に

、

ま

ず

は

使

え

る

人

を

増

や

す

取

組

に

期

待

し

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

自

分

た

ち

の

年

代

の

枠

で

限

定

し

て

し

ま

う

と

「

関

係

な

い

」

と

思

っ

て

し

ま

い

が

ち

で

す

が

、

世

代

の

視

野

を

広

げ

て

み

る

と

、

「

い

ず

れ

は

必

要

ね

」

と

思

え

る

気

が

す

る

ん

で

す

。

回

覧

板

に

は

回

覧

板

の

良

い

と

こ

ろ

が

あ

る

の

で

、

回

覧

板

を

切

り

替

え

る

と

い

う

話

で

は

な

く

、

ツ

ー

ル

の

使

い

分

け

。

必

要

な

人

に

、

効

率

的

に

情

報

を

届

け

る

た

め

に

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

従

来

の

や

り

方

で

は

限

界

に

な

っ

て

い

る

の

に

「

従

来

の

や

り

方

を

変

え

た

く

な

い

」

と

い

う

感

覚

で

は

、

今

の

時

代

に

合

わ

な

く

な

っ

て

し

ま

う

の

で

、

ス

マ

ホ

や

サ

ブ

ス

ク

な

ど

、

新

し

い

も

の

も

、

い

つ

か

は

受

け

入

れ

な

け

れ

ば

い

け

な

い

。

そ

う

い

う

ス

イ

ッ

チ

を

切

り

替

え

て

あ

げ

る

手

伝

い

を

し

て

い

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

今

は

そ

の

狭

間

な

ん

で

す

よ

ね

。

自

治

会

や

地

域

の

団

体

な

ど

で

も

、

例

え

ば

こ

れ

ま

で

手

書

き

だ

っ

た

資

料

を

良

か

れ

と

思

っ

て

パ

ソ

コ

ン

で

作

成

す

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

で

、

「

自

分

は

パ

ソ

コ

ン

が

使

え

な

い

か

ら

役

員

は

で

き

な

い

」

と

後

継

者

選

び

に

難

航

し

た

り

と

か

。

で

も

あ

と

５

年

く

ら

い

す

れ

ば

、

仕

事

で

パ

ソ

コ

ン

を

使

っ

て

い

た

人

た

ち

が

役

員

年

代

に

入

り

ま

す

か

ら

、

５

年

後

に

は

ま

た

状

況

が

変

わ

っ

て

い

る

で

し

ょ

う

ね

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

５

年

で

本

当

に

変

わ

り

ま

す

ね

。

意

識

の

差

を

埋

め

る

こ

と

が

大

事

で

、

そ

れ

は

住

民

だ

け

で

な

く

、

行

政

職

員

も

一

緒

で

す

。

シ

ス

テ

ム

が

変

わ

る

の

で

あ

れ

ば

、

シ

ス

テ

ム

に

合

わ

せ

た

仕

事

の

手

順

に

変

え

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

で

、

そ

の

意

識

を

持

た

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ち

な

み

に

我

々

い

ち

の

せ

き

市

民

活

動

セ

ン

タ

ー

は

、

グ

ル

ー

プ

ウ

ェ

ア

を

使

っ

て

日

々

の

業

務

を

こ

な

し

て

い

る

の

で

す

が

、

Ｄ

Ｘ

化

は

進

ん

で

い

る

方

で

す

か

？

(

笑

)

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

グ

ル

ー

プ

ウ

ェ

ア

を

導

入

し

た

こ

と

で

、

例

え

ば

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

管

理

も

手

書

き

ボ

ー

ド

か

ら

切

り

替

え

ま

し

た

か

？

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

い

や

、

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

管

理

は

事

務

所

内

の

ボ

ー

ド

が

メ

イ

ン

の

ま

ま

で

す

(

笑

)

自

分

の

予

定

を

い

ち

い

ち

打

ち

込

む

の

が

手

間

だ

と

い

う

ス

タ

ッ

フ

が

多

く

て

…
…
(

笑

)

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

デ

ジ

タ

ル

を

導

入

し

た

ら

、

ア

ナ

ロ

グ

を

１

つ

削

る

、

く

ら

い

の

勢

い

で

進

め

な

い

と

意

味

が

な

い

と

い

う

の

が

、

我

々

も

こ

の

２

～

３

年

で

実

感

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

切

り

替

え

の

タ

イ

ミ

ン

グ

は

ど

う

し

て

も

二

重

に

な

っ

て

し

ま

い

が

ち

で

す

が

、

１

回

進

め

て

し

ま

え

ば

、

あ

と

は

進

む

し

か

な

い

の

で

(

笑

)

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

や

め

る

勇

気

」

で

す

ね

。

や

っ

ぱ

り

今

は

デ

ジ

タ

ル

と

ア

ナ

ロ

グ

の

狭

間

な

の

で

、

ま

ず

は

ど

こ

に

無

駄

が

あ

る

の

か

を

分

析

、

把

握

で

き

る

力

を

持

つ

と

い

う

こ

と

か

な

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

そ

う

で

す

ね

。

そ

れ

は

デ

ジ

タ

ル

以

前

の

問

題

で

あ

っ

て

、

デ

ジ

タ

ル

を

活

用

し

て

便

利

に

な

っ

て

い

る

具

体

的

な

イ

メ

ー

ジ

が

で

き

る

か

ど

う

か

で

す

。

知

識

が

な

い

と

改

善

策

も

ひ

ら

め

か

な

い

。

Ｄ

Ｘ

推

進

係

の

設

置

背

景

に

は

そ

う

い

う

部

分

も

あ

っ

て

、

今

は

庁

内

で

何

か

変

革

を

す

る

際

に

は

、

Ｄ

Ｘ

推

進

係

に

相

談

す

る

流

れ

が

で

き

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

一

関

市

で

は

ゴ

ミ

の

出

し

方

や

道

路

通

報

に

関

す

る

ア

プ

リ

が

あ

り

、

最

近

で

は

市

の

公

式

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

の

配

信

も

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

一

斉

メ

ー

ル

な

ど

、

従

来

の

シ

ス

テ

ム

を

使

っ

て

い

る

も

の

も

あ

り

、

利

用

す

る

市

民

以

上

に

、

対

応

す

る

市

の

職

員

も

大

変

な

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

と

思

う

こ

と

も

…
…

。

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

Ｄ

Ｘ

推

進

係

推

進

係

推

進

係

推

進

係

当

時

は

画

期

的

だ

っ

た

り

、

需

要

が

あ

っ

た

り

し

た

ツ

ー

ル

で

も

、

今

で

は

古

い

ツ

ー

ル

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

も

の

が

確

か

に

あ

り

ま

す

が

、

シ

ス

テ

ム

を

導

入

し

て

し

ま

っ

た

以

上

、

簡

単

に

は

変

え

ら

れ

な

い

現

実

も

あ

り

ま

す

。

た

だ

、

自

治

体

と

し

て

は

ニ

ー

ズ

に

合

わ

な

い

ツ

ー

ル

は

「

や

め

る

」

と

い

う

決

断

も

必

要

に

な

り

ま

す

の

で

、

常

に

見

直

し

は

し

て

い

き

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

Ｄ

Ｘ

と

い

う

の

は

、

要

は

デ

ジ

タ

ル

化

を

推

進

す

る

わ

け

で

は

な

く

、

デ

ジ

タ

ル

も

上

手

に

活

用

し

て

、

効

率

良

く

仕

事

や

暮

ら

し

を

展

開

さ

せ

て

い

こ

う

ね

と

い

う

こ

と

。

効

率

化

し

て

で

き

た

余

力

を

他

の

業

務

・

サ

ー

ビ

ス

な

ど

に

使

っ

て

い

く

こ

と

が

目

的

で

あ

っ

て

、

バ

ラ

ン

ス

感

覚

が

大

事

で

す

ね

。

２
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一関市市長公室政策企画課ＤＸ推進係 ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

令和５年度より、総務部総務課から市長公室政策

企画課に配置転換となり、令和５年３月策定の「一

関市ＤＸ推進計画」に基づくＤＸ推進業務を担う。

※ＤＸの推進においては、最高情報統括責任者(副市長)

を本部長とした「一関市ＤＸ推進本部会議」が設置され

ており、同会議と各課との間に入るのがＤＸ推進係。

一関市 市長公室

政策企画課 DX推進係

179

令和５年度に市が一関工業高等専門学校の学生企業に委託

して実施した「出前型スマホ教室」の様子。

(

笑

)

ディーエックス

※

１

※１ 市が一関工業高等専門学校の学生企業「Next IWATE」に事業委託し実施するもので、同社社員２人が自宅などを訪問し、スマートフォンの基本的

な使い方やアプリの操作方法などを教える。個人での申込のほか、友達同士、サークルなど複数人(５人程度まで)での申込も可能。問い合わせは

0191-21-8633(一関市政策企画課)まで。



住所：一関市大東町渋民字伊勢堂22

TEL：0191-75-4049

左の写真：復興支援で陸前高田市にも(平成23年12月)

合

わ

せ

」

も

慣

れ

た

手

つ

き

で

す

。

20

分

ほ

ど

つ

く

と

、

出

来

立

て

の

真

っ

白

な

餅

が

女

性

陣

の

手

に

渡

り

、

親

指

と

人

差

し

指

の

付

け

根

で

一

口

大

に

カ

ッ

ト

。

熱

々

の

餅

は

、

数

種

の

餅

ダ

レ

の

中

へ

…
…

。

時

間

と

の

勝

負

だ

と

言

わ

ん

ば

か

り

の

手

際

の

い

い

作

業

が

続

き

ま

す

。

「

女

性

陣

の

動

き

は

見

事

な

も

ん

だ

」

と

絶

賛

す

る

の

は

、

東

山

郷

農

家

組

合

長

で

福

餅

つ

き

隊

３

代

目

隊

長

の

芦

廣

幸

さ

ん

で

す

。

発

足

当

初

か

ら

、

農

家

組

合

長

が

福

餅

つ

き

隊

の

隊

長

を

担

っ

て

い

た

こ

と

か

ら

、

今

で

も

慣

例

的

に

兼

務

に

し

て

い

ま

す

。

「

福

餅

つ

き

隊

員

は

農

家

組

合

員

(

44

世

帯

)

で

す

が

、

地

域

等

の

イ

ベ

ン

ト

出

演

が

あ

る

際

に

は

、

集

落

全

体

(

自

治

会

)

に

声

を

掛

け

、

ス

タ

ッ

フ

と

し

て

動

け

る

体

制

と

し

て

お

り

、

自

治

会

や

農

家

組

合

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

協

力

的

な

関

係

性

を

築

い

て

い

る

」

と

、

芦

さ

ん

は

笑

顔

で

語

り

ま

す

。

福

餅

つ

き

隊

を

発

足

し

て

最

初

の

継

承

事

業

は

、

「

餅

つ

き

唄

の

研

修

会

」

で

し

た

。

隊

員

20

人

ほ

ど

が

集

ま

り

、

奇

跡

的

に

入

手

し

た

カ

セ

ッ

ト

テ

ー

プ

を

聞

き

な

が

ら

、

民

謡

の

唄

い

手

だ

っ

た

地

元

の

方

か

ら

指

導

を

受

け

、

そ

の

成

果

と

し

て

、

隊

員

ら

の

声

で

録

音

。

以

後

、

「

東

山

郷

夏

祭

り

(

同

自

治

会

主

催

)

」

や

「

渋

民

地

区

文

化

祭

(

同

実

行

委

員

会

主

催

)

」

な

ど

、

集

落

や

地

域

・

町

の

イ

ベ

ン

ト

で

餅

つ

き

を

行

う

際

に

は

、

隊

員

ら

の

声

で

録

音

し

た

「

餅

つ

き

唄

」

を

「

東

山

郷

福

餅

つ

き

隊

の

唄

」

と

し

て

使

用

し

続

け

て

い

ま

す

。

初

代

自

治

会

長

で

、

現

在

は

区

長

の

及

川

紀

夫

さ

ん

は

、

「

集

落

の

課

題

を

吸

い

上

げ

、

『

地

域

を

盛

り

上

げ

よ

う

』

と

い

う

初

代

農

家

組

合

長

の

熱

い

思

い

が

、

現

在

ま

で

受

け

継

が

れ

て

い

る

。

自

治

会

や

家

庭

で

の

餅

つ

き

行

事

は

あ

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

町

内

を

見

て

も

餅

つ

き

団

体

は

な

い

よ

う

な

の

で

、

発

足

以

降

、

企

業

や

商

店

街

、

学

校

な

ど

地

域

内

外

か

ら

声

を

か

け

て

頂

き

、

た

く

さ

ん

の

笑

顔

に

出

会

え

た

」

と

語

り

ま

す

。

隊

長

の

芦

さ

ん

も

「

こ

こ

数

年

は

、

コ

ロ

ナ

禍

で

餅

つ

き

の

機

会

も

な

く

、

継

承

活

動

が

難

し

く

感

じ

て

い

た

と

こ

ろ

だ

っ

た

が

、

今

年

２

月

に

大

原

小

学

校

か

ら

の

依

頼

で

久

し

ぶ

り

に

隊

員

に

声

を

か

け

た

と

こ

ろ

、

と

て

も

協

力

的

だ

っ

た

。

さ

ら

に

、

子

ど

も

た

ち

や

保

護

者

ら

の

笑

顔

を

見

て

、

改

め

て

餅

つ

き

隊

の

意

義

を

感

じ

た

」

と

続

け

、

「

代

替

わ

り

を

図

り

な

が

ら

、

地

域

の

特

徴

あ

る

活

動

と

し

て

今

後

も

継

承

し

て

い

き

た

い

」

と

、

熱

く

語

り

ま

す

。

一

度

眠

っ

た

臼

や

杵

。

百

年

以

上

も

前

か

ら

各

家

で

使

用

さ

れ

て

き

た

も

の

も

あ

っ

た

と

言

い

ま

す

。

多

く

の

祝

い

の

席

で

使

用

さ

れ

、

「

ご

ち

そ

う

」

と

し

て

笑

顔

で

食

し

た

昭

和

期

。

時

を

経

て

「

東

山

郷

福

餅

つ

き

隊

」

は

、

平

成

か

ら

令

和

と

時

代

が

変

わ

っ

て

も

、

息

を

合

わ

せ

、

こ

れ

か

ら

も

餅

を

高

々

と

振

り

上

げ

ま

す

。

及川及川及川及川 紀夫紀夫紀夫紀夫さんさんさんさん

「東日本大震災の被災

地支援で行ったお振舞

は生涯忘れません！」

福餅つき隊の結束力と

老若男女笑顔になれる

餅つきでの出会いを大

切にしています。

芦芦芦芦 廣幸廣幸廣幸廣幸さんさんさんさん

「コロナ禍後最初の依

頼は不安もありました

が、隊員らの協力で無

事成功。餅つきができ

て良かった、という声

が励みです」と、今後

の継承に意欲的です。

平

成

６

年

、

大

東

町

渋

民

の

渋

民

９

区

は

「

東

山

郷

自

治

会

」

を

発

足

。

翌

年

、

自

治

会

名

と

同

じ

「

東

山

郷

」

を

用

い

て

「

東

山

郷

農

家

組

合

」

を

立

ち

上

げ

ま

し

た

。

初

代

組

合

長

(

芦

正

太

郎

氏

)

ら

は

、

平

成

10

年

頃

か

ら

米

の

消

費

の

落

ち

込

み

や

米

価

格

の

低

下

な

ど

、

農

業

課

題

に

対

し

懇

談

を

重

ね

、

「

昔

の

よ

う

な

賑

わ

い

の

あ

る

集

落

を

」

と

模

索

し

て

い

ま

し

た

。

そ

の

中

で

着

目

し

た

の

が

す

で

に

ほ

と

ん

ど

出

番

が

な

く

な

っ

た

「

臼

」

と

「

杵

」

。

自

身

ら

の

少

年

期

に

親

世

代

が

つ

い

た

で

き

た

て

の

餅

の

味

を

思

い

出

し

、

使

用

頻

度

が

極

端

に

減

っ

た

臼

と

杵

の

活

用

や

懐

か

し

い

餅

つ

き

唄

も

再

現

し

よ

う

と

、

組

合

長

を

含

め

た

有

志

３

人

が

「

餅

つ

き

の

復

活

」

に

向

け

て

動

き

出

し

た

の

で

す

。

「

昔

は

、

ど

こ

の

家

で

も

祝

い

事

と

な

れ

ば

臼

と

杵

を

使

っ

て

餅

を

つ

い

た

も

の

だ

」

と

語

る

の

は

、

有

志

の

一

人

で

、

昭

和

11

年

生

ま

れ

の

小

崎

福

雄

さ

ん

で

す

。

昭

和

50

年

代

に

な

る

と

、

簡

単

に

餅

が

で

き

あ

が

る

家

庭

用

の

餅

つ

き

機

械

が

主

流

と

な

り

ま

し

た

が

、

機

械

は

「

蒸

か

し

た

も

ち

米

を

練

る

」

の

に

対

し

、

臼

と

杵

は

「

も

ち

米

を

つ

く

こ

と

で

仕

上

が

る

」

た

め

「

味

(

食

感

)

が

全

く

違

う

」

の

だ

と

か

。

「

あ

の

懐

か

し

い

味

」

を

後

世

に

も

伝

え

た

い

…
…

そ

の

想

い

は

共

感

を

呼

び

、

組

合

員

の

家

庭

に

眠

る

臼

や

杵

を

譲

り

受

け

る

こ

と

に

。

ま

た

、

少

年

期

に

聞

い

た

餅

つ

き

唄

の

記

憶

に

近

い

音

源

(

カ

セ

ッ

ト

テ

ー

プ

)

を

奇

跡

的

に

入

手

す

る

こ

と

に

成

功

。

当

時

の

環

境

が

整

っ

た

こ

と

で

、

平

成

14

年

、

初

代

組

合

長

を

中

心

と

し

て

、

「

東

山

郷

福

餅

つ

き

隊

(

以

下

、

福

餅

つ

き

隊

)

」

を

結

成

し

ま

し

た

。

「

ソ

レ

ツ

キ

ヤ

レ

ツ

キ

め

で

た

い

め

で

た

い

」

和

太

鼓

の

リ

ズ

ム

を

加

え

た

餅

つ

き

唄

に

合

わ

せ

、

男

衆

が

杵

で

餅

を

つ

き

、

タ

イ

ミ

ン

グ

を

あ

わ

せ

て

高

々

と

餅

を

持

ち

上

げ

、

空

気

を

含

ま

せ

ま

す

。

手

水

を

注

し

な

が

ら

餅

を

返

し

、

そ

の

出

来

具

合

を

確

認

す

る

「

手

３４

団体

紹介

東山郷福餅東山郷福餅東山郷福餅東山郷福餅つきつきつきつき隊隊隊隊

米の消費拡大とともに、古くから家々の

祝い事で行われていた餅つきを再現し、集

落の賑わいにも繋げていこうと、東山郷農

家組合(渋民９区エリア)の下部組織として

平成14年に結成。集落の絆とともに、古き

良き時代の「文化」を次世代に継承中。

息息息息

をををを

合合合合

わ

せ

て

つ

く

わ

せ

て

つ

く

わ

せ

て

つ

く

わ

せ

て

つ

く

餅餅餅餅

、、、、

花

咲

花

咲

花

咲

花

咲

くくくく

笑

顔

笑

顔

笑

顔

笑

顔

米

農

家

の

課

題

を

、

集

落

の

盛

り

上

げ

に

- Photo gallery -gallery -

味味味味

もももも

作

業

作

業

作

業

作

業

もももも

天

下

一

品

天

下

一

品

天

下

一

品

天

下

一

品

餅

タ

レ

や

餅

を

つ

い

た

後

の

一

連

の

流

れ

は

、

集

落

の

女

性

陣

の

間

で

受

け

継

が

れ

、

当

初

の

主

力

世

代

か

ら

、

次

の

世

代

に

バ

ト

ン

タ

ッ

チ

！

手

合

手

合

手

合

手

合

い

の

い

の

い

の

い

の

加

減

加

減

加

減

加

減

でででで

決決決決

ま

る

ま

る

ま

る

ま

る

男

衆

が

餅

を

つ

く

タ

イ

ミ

ン

グ

に

合

わ

せ

、

手

水

を

注

し

な

が

ら

、

餅

の

出

来

具

合

を

確

認

。

手

水

の

塩

梅

が

餅

の

仕

上

が

り

を

左

右

し

ま

す

。

餅餅餅餅

つ

き

つ

き

つ

き

つ

き

唄唄唄唄

にににに

合合合合

わ

せ

て

わ

せ

て

わ

せ

て

わ

せ

て

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

、

久

々

の

餅

つ

き

は

、

令

和

６

年

２

月

一

関

市

大

原

小

学

校

の

Ｐ

Ｔ

Ａ

事

業

で

し

た

。

高

々

と

振

り

上

げ

た

餅

に

、

歓

喜

が

！

紫

色

紫

色

紫

色

紫

色

がががが

「「「「

東

山

郷

東

山

郷

東

山

郷

東

山

郷

」」」」

のののの

色色色色

結

成

時

に

Ｔ

シ

ャ

ツ

と

エ

プ

ロ

ン

を

揃

え

、

揃

い

の

法

被

(

自

治

会

所

有

)

も

餅

つ

き

に

は

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

背

中

に

は

「

東

山

郷

」

が

光

り

ま

す

。

Ｑ.あなたにとって「餅つき」とは？

３３３３代目隊長代目隊長代目隊長代目隊長 渋民渋民渋民渋民９９９９区区区区 区長区長区長区長

再

現

さ

れ

た

「

餅

つ

き

唄

」

と

と

も

に

あし ひろゆき おいかわ のりお

Ａ.子どもたちはもちが

大好きと言います。なぜかうれしいです。

Ａ.先輩達からの財産

協

力

体

制

と

女

性

陣

の

活

躍

東山郷福餅つき隊

※

「

芦

東

山

先

生

」

の

生

誕

集

落

で

あ

る

こ

と

が

由

来

※

とうざんごう



落

で

は

、

組

織

の

形

は

変

え

つ

つ

も

、

昭

和

初

期

以

前

か

ら

自

治

組

織

で

の

活

動

を

行

っ

て

い

た

と

言

い

、

「

同

自

治

会

の

歴

史

を

物

語

る

も

の

」

と

し

て

掲

示

さ

れ

て

い

ま

す

。

副

会

長

の

阿

部

卓

郎

さ

ん

は

、

「

古

い

歴

史

の

中

で

住

民

の

結

束

力

が

芽

生

え

た

の

だ

と

思

い

ま

す

。

そ

れ

を

発

揮

で

き

る

黄

海

地

区

民

運

動

会

(

黄

海

地

区

住

民

自

治

協

議

会

主

催

)

や

、

自

治

会

主

催

の

『

深

萱

ス

ポ

ー

ツ

大

会

』

も

自

慢

の

行

事

で

す

」

と

笑

顔

で

語

り

ま

す

。

「

深

萱

ス

ポ

ー

ツ

大

会

」

は

通

算

42

回

も

開

催

し

て

き

た

も

の

で

、

コ

ロ

ナ

禍

の

休

止

を

経

て

、

今

年

度

か

ら

再

開

予

定

。

自

治

会

単

独

で

行

い

、

班

対

抗

で

複

数

の

競

技

を

行

い

、

親

睦

を

深

め

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

近

年

で

は

、

高

齢

化

の

影

響

で

「

ス

ポ

ー

ツ

大

会

の

継

続

は

難

し

い

の

で

は

？

」

と

い

う

声

が

…
…

。

移

動

手

段

の

問

題

な

ど

で

、

現

在

は

サ

ロ

ン

活

動

な

ど

も

行

っ

て

い

ま

せ

ん

が

、

「

で

き

る

限

り

高

齢

の

方

も

参

加

し

や

す

い

交

流

活

動

を

企

画

し

な

が

ら

、

地

域

の

安

心

安

全

も

図

れ

る

よ

う

活

動

し

て

い

き

た

い

」

と

、

熊

谷

さ

ん

は

模

索

し

て

い

ま

す

。

令

和

５

年

度

ま

で

は

、

農

事

部

、

社

会

部

、

文

教

部

、

福

祉

保

健

部

、

女

性

部

、

防

災

部

の

６

部

会

で

運

営

し

て

い

ま

し

た

が

、

令

和

６

年

度

か

ら

女

性

部

が

福

祉

保

健

部

に

統

合

さ

れ

ま

し

た

。

背

景

と

し

て

は

、

集

落

の

担

い

手

不

足

と

い

う

課

題

の

ほ

か

、

「

男

女

を

問

わ

な

い

で

参

画

す

る

」

と

い

う

意

味

合

い

も

。社

会

部

長

は

行

政

区

長

が

、

農

事

部

長

は

農

家

組

合

長

、

文

教

部

長

は

ひ

ま

わ

り

館

を

管

理

す

る

「

ひ

ま

わ

り

館

長

」

…
…

と

い

う

よ

う

に

、

兼

務

す

る

役

が

決

ま

っ

て

お

り

、

区

長

宛

に

届

く

配

布

物

を

効

率

的

に

配

れ

る

よ

う

に

、

社

会

部

に

は

班

長

が

所

属

し

て

い

ま

す

。

文

教

部

は

子

供

会

を

主

と

し

た

活

動

を

行

な

っ

て

い

ま

し

た

が

、

集

落

内

の

子

ど

も

の

数

が

減

少

。

活

動

の

見

直

し

を

図

り

、

現

在

は

お

花

見

会

や

環

境

美

化

活

動

な

ど

を

主

に

行

う

こ

と

と

し

ま

し

た

。

こ

れ

ら

の

改

革

や

仕

組

み

は

、

人

口

減

少

に

伴

う

役

の

担

い

手

不

足

を

カ

バ

ー

し

、

「

協

力

関

係

を

強

化

す

る

た

め

の

措

置

」

で

あ

り

、

「

先

輩

方

か

ら

教

わ

っ

て

次

の

役

員

に

つ

な

げ

て

い

く

事

が

大

事

」

と

語

る

熊

谷

さ

ん

と

阿

部

さ

ん

。

各

部

の

部

長

は

次

期

自

治

会

長

や

副

会

長

に

就

任

す

る

こ

と

が

ほ

ぼ

決

ま

っ

て

い

る

こ

と

な

ど

か

ら

、

成

り

手

の

育

成

と

心

構

え

が

で

き

る

こ

と

で

、

組

織

内

で

ス

ム

ー

ズ

に

役

員

を

選

出

す

る

た

め

に

考

え

ら

れ

た

の

が

、

現

在

の

組

織

体

制

で

す

。

八

百

万

の

神

と

、

そ

こ

に

集

う

住

民

同

士

の

交

流

を

今

も

な

お

大

切

に

し

続

け

る

同

集

落

。

次

の

世

代

に

バ

ト

ン

を

渡

す

た

め

、

時

代

に

合

わ

せ

た

持

続

可

能

な

仕

組

み

づ

く

り

を

、

今

後

も

続

け

て

い

き

ま

す

。

考

古

学

者

の

塩

野

半

十

郎

氏

の

指

導

で

「

縄

文

野

焼

き

」

を

再

現

し

た

事

か

ら

始

ま

っ

た

「

縄

文

の

炎

藤

沢

野

焼

祭

」

。

藤

沢

町

黄

海

地

区

の

深

萱

自

治

会

の

エ

リ

ア

に

は

、

塩

野

氏

が

藤

沢

町

に

寄

贈

し

た

７

０

０

本

の

椿

を

移

植

し

た

「

塩

野

半

十

郎

椿

園

」

が

立

地

し

、

隣

接

す

る

「

陶

芸

セ

ン

タ

ー

」

は

同

自

治

会

が

指

定

管

理

を

受

託

し

て

い

ま

す

。

同

じ

く

集

落

内

に

あ

る

堂

良

幹

諸

社

は

、

古

く

か

ら

住

民

の

心

の

よ

り

ど

こ

ろ

と

し

て

大

切

に

さ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

諸

社

は

、

集

落

の

低

い

土

地

に

位

置

し

て

い

る

こ

と

が

特

徴

。

一

般

的

に

、

社

(
≒

神

様

)

は

人

々

の

居

住

地

よ

り

高

い

土

地

に

置

か

れ

る

こ

と

が

多

い

の

に

対

し

、

同

集

落

で

は

「

人

々

が

集

ま

り

や

す

い

よ

う

に

低

い

場

所

に

作

っ

た

」

と

言

わ

れ

て

お

り

、

全

国

的

に

見

て

も

珍

し

い

の

だ

と

か

。

屋

根

の

か

か

っ

た

広

い

空

間

が

あ

り

、

自

治

会

発

足

以

前

か

ら

そ

の

場

を

集

落

民

の

交

流

の

場

と

し

て

活

用

、

屋

根

の

修

繕

も

住

民

に

寄

付

を

募

っ

て

行

っ

て

き

ま

し

た

。

自

治

会

長

１

年

目

の

熊

谷

明

さ

ん

は

、

「

古

く

か

ら

、

住

民

の

集

ま

り

の

場

が

あ

り

、

協

力

的

な

地

域

。

堂

良

幹

諸

社

の

例

祭

に

つ

い

て

は

、

自

治

会

の

臨

時

総

会

(

毎

年

８

月

に

開

催

)

の

議

題

に

か

け

、

『

集

落

民

の

大

事

な

行

事

で

あ

る

』

と

い

う

こ

と

を

共

通

認

識

に

し

て

い

ま

す

」

と

、

同

社

と

集

落

の

関

係

を

語

り

ま

す

。

現

在

、

同

自

治

会

が

自

治

会

館

と

し

て

使

用

し

て

い

る

「

ひ

ま

わ

り

館

」

は

、

明

治

27

年

に

開

校

し

た

旧

黄

海

小

学

校

深

萱

分

校

。

昭

和

48

年

３

月

に

閉

校

し

、

そ

の

校

舎

を

同

年

か

ら

譲

り

受

け

ま

し

た

。

黒

板

や

職

員

室

の

表

示

な

ど

、

当

時

の

面

影

が

残

っ

て

お

り

、

当

時

の

思

い

出

と

と

も

に

、

大

切

に

使

用

し

て

い

る

こ

と

が

伺

え

ま

す

。

目

を

引

く

の

が

、

黒

板

脇

に

飾

ら

れ

た

賞

状

。

昭

和

52

年

に

地

方

自

治

法

施

行

30

周

年

を

記

念

し

て

岩

手

県

知

事

か

ら

贈

ら

れ

た

も

の

で

、

長

年

の

自

治

活

動

の

功

績

を

称

え

る

も

の

で

す

。

同

集

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

熊谷熊谷熊谷熊谷 明明明明さんさんさんさん

副会長(庶務担当※)を

２期４年経験後、現職

へ。「会長になる心構

え」を、先輩たちから

教えられ、スムーズに

就任。※副会長(２名)

は庶務担当と会計担当

に分かれる。

阿部阿部阿部阿部 卓郎卓郎卓郎卓郎さんさんさんさん

２期４年目(会計担当)

で、防災部の副部長

(※)も兼務。阿部さん

の代が深萱分校の最後

の卒業生です。※防災

部は部長が自治会長、

副部長は副会長が兼務

する。

深萱自治会

５６

先

輩

先

輩

先

輩

先

輩

た

ち

か

ら

の

た

ち

か

ら

の

た

ち

か

ら

の

た

ち

か

ら

の

思思思思

い

を

い

を

い

を

い

を

受受受受

けけけけ

継継継継

い

で

い

で

い

で

い

で

古

く

か

ら

の

交

流

の

場

と

し

て

- Photo gallery -gallery -

笑笑笑笑

うううう

門門門門

に

は

に

は

に

は

に

は

福

来

福

来

福

来

福

来

るるるる

同

自

治

会

員

「

か

ね

は

ら

っ

亭

よ

～

」

こ

と

皆

川

洋

一

さ

ん

が

、

福

祉

保

健

部

・

女

性

部

共

催

事

業

で

寄

席

を

行

っ

た

こ

と

も

(

令

和

４

年

度

)

。

由

来

由

来

由

来

由

来

はははは

花

壇

花

壇

花

壇

花

壇

の

ひ

ま

わ

り

の

ひ

ま

わ

り

の

ひ

ま

わ

り

の

ひ

ま

わ

り

「

ひ

ま

わ

り

館

」

と

命

名

さ

れ

た

自

治

会

館

は

旧

黄

海

小

学

校

深

萱

分

校

。

教

室

が

一

つ

と

職

員

室

、

運

動

場

し

か

な

い

小

さ

な

学

校

で

し

た

。

花

壇

花

壇

花

壇

花

壇

のののの

定

植

作

業

定

植

作

業

定

植

作

業

定

植

作

業

藤

沢

町

住

民

自

治

協

議

会

主

催

事

業

「

ビ

ュ

ー

テ

ィ

フ

ル

藤

沢

」

に

も

参

加

す

る

花

壇

は

文

教

部

が

担

当

し

、

人

材

育

成

に

も

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

交

通

防

犯

座

談

会

交

通

防

犯

座

談

会

交

通

防

犯

座

談

会

交

通

防

犯

座

談

会

防

災

部

で

は

毎

年

、

黄

海

駐

在

所

に

依

頼

し

、

交

通

安

全

や

各

種

防

犯

対

策

の

座

談

会

を

開

催

(

陶

芸

セ

ン

タ

ー

会

場

)

。

30

人

程

が

参

加

。

地域

紹介

深萱自治会深萱自治会深萱自治会深萱自治会((((黄海黄海黄海黄海))))

行政区は藤沢「23区」。東深萱、西深萱、

京ノ沢(一部)の44世帯143人(６班体制)が暮

らす。自治会化したのは昭和50年頃で、令和

６年度より農事部、社会部、文教部、福祉保

健部、防災部の５部会で活動中。

分

校

の

思

い

出

や

、

過

去

の

功

績

を

語

り

継

ぐ

役

割

も

計

画

的

な

組

織

体

制

で

「

心

構

え

」

を

育

む

くまがい あきら あべ たくろう

Ａ.和 Ａ.結束力

左の写真：令和５年度「どんと祭」の様子

副会長副会長副会長副会長

藤沢

ど

う

ら

み

き

し

ょ

し

ゃ



「

一

関

市

の

健

康

を

創

り

、

未

来

を

担

う

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

掲

げ

、

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ジ

ム

２

店

舗

と

パ

ー

ソ

ナ

ル

ジ

ム

１

店

舗

を

経

営

す

る

佐

藤

大

喜

さ

ん

(

川

崎

町

出

身

)

は

、

市

内

高

校

を

卒

業

後

、

上

京

。

も

と

も

と

体

を

鍛

え

る

こ

と

が

好

き

で

、

都

内

の

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ジ

ム

に

通

う

中

、

そ

の

魅

力

に

惹

か

れ

従

業

員

に

。

「

地

元

に

も

こ

う

し

た

施

設

が

あ

れ

ば

い

い

の

に

」

と

漠

然

と

し

た

思

い

を

抱

き

な

が

ら

、

徐

々

に

経

営

に

も

興

味

を

持

ち

始

め

ま

す

。

20

歳

に

な

っ

た

佐

藤

さ

ん

は

、

「

24

時

間

営

業

の

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ジ

ム

を

故

郷

に

」

を

形

に

す

る

た

め

帰

郷

。

「

ま

だ

20

歳

そ

こ

そ

こ

だ

っ

た

の

で

、

資

金

づ

く

り

に

は

難

し

い

点

が

あ

り

ま

し

た

が

、

市

内

に

約

30

坪

の

物

件

を

借

り

る

こ

と

が

で

き

た

の

で

、

そ

こ

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

て

い

こ

う

と

決

め

ま

し

た

」

と

振

り

返

り

ま

す

。

３

年

目

に

事

業

を

拡

大

し

よ

う

と

決

め

て

い

た

佐

藤

さ

ん

は

、

令

和

４

年

、

千

厩

町

に

移

転

。

85

坪

の

ス

ペ

ー

ス

に

50

機

以

上

の

マ

シ

ン

を

完

備

し

ま

し

た

。

「

工

場

勤

務

や

事

務

職

、

ま

し

て

、

車

通

勤

だ

と

、

筋

力

を

使

う

こ

と

は

少

な

い

。

『

体

を

動

か

す

＝

ス

ポ

ー

ツ

を

す

る

』

『

決

め

ら

れ

た

時

間

に

集

合

す

る

、

道

具

を

準

備

す

る

』

で

は

、

日

常

生

活

の

中

で

抵

抗

が

あ

る

方

も

い

る

の

で

、

『

24

時

間

い

つ

で

も

利

用

可

能

、

自

分

の

自

由

な

時

間

・

空

い

た

時

間

を

有

効

活

用

で

き

る

』

点

の

需

要

は

あ

る

の

で

は

」

と

分

析

す

る

佐

藤

さ

ん

は

、

今

年

２

月

に

大

東

店

を

オ

ー

プ

ン

。

「

千

厩

店

は

や

や

若

年

層

向

け

の

マ

シ

ン

を

設

置

し

て

い

ま

す

が

、

大

東

店

は

年

配

層

も

気

軽

に

利

用

で

き

る

マ

シ

ン

を

設

置

し

て

お

り

、

会

員

も

40

代

か

ら

60

代

以

降

の

方

々

に

ご

利

用

い

た

だ

い

て

い

ま

す

」

と

、

地

域

に

根

差

し

た

設

備

・

運

営

を

心

が

け

て

い

ま

す

。

令

和

６

年

６

月

現

在

、

千

厩

店

の

会

員

数

は

約

２

０

０

人

(

男

女

比

５

対

５

、

一

日

の

利

用

者

数

約

60

人

)

、

大

東

店

は

約

80

人

(

男

女

比

４

対

６

)

と

な

っ

た

同

ジ

ム

は

、

個

人

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

の

ほ

か

、

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

で

も

あ

る

佐

藤

さ

ん

か

ら

３

か

月

に

１

度

ジ

ム

メ

ニ

ュ

ー

の

見

直

し

や

、

フ

ォ

ー

ム

の

チ

ェ

ッ

ク

指

導

が

受

け

ら

れ

ま

す

。

令

和

５

年

８

月

、

も

っ

と

早

い

ぺ

ー

ス

で

指

導

が

欲

し

い

と

の

声

を

受

け

、

千

厩

町

内

に

一

対

一

で

指

導

を

行

う

「

パ

ー

ソ

ナ

ル

ジ

ム

」

も

開

所

(

大

東

店

開

業

の

た

め

休

止

し

て

い

ま

し

た

が

、

令

和

６

年

６

月

か

ら

再

開

)

し

ま

し

た

。

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ジ

ム

事

業

の

開

業

か

ら

５

年

経

ち

、

佐

藤

さ

ん

は

、

「

節

目

に

な

る

の

で

、

ジ

ム

は

継

続

し

つ

つ

新

た

な

こ

と

に

も

挑

戦

し

た

い

」

と

、

今

後

の

目

標

と

し

て

「

地

域

密

着

型

24

時

間

フ

ィ

ッ

ト

ネ

ス

ジ

ム

の

経

営

者

育

成

(

全

国

展

開

)

」

「

一

関

市

内

で

起

業

や

副

業

を

考

え

て

い

る

人

た

ち

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

場

づ

く

り

」

の

２

つ

を

掲

げ

ま

す

。

ジ

ム

内

に

お

い

て

、

年

齢

を

問

わ

ず

会

員

の

さ

ま

ざ

ま

な

悩

み

相

談

を

受

け

る

こ

と

も

あ

る

佐

藤

さ

ん

。

「

地

域

と

の

関

わ

り

を

も

っ

と

持

ち

た

い

と

思

っ

て

い

る

の

で

、

で

き

る

だ

け

み

な

さ

ん

に

寄

り

添

う

形

で

貢

献

で

き

れ

ば

」

と

笑

顔

を

見

せ

な

が

ら

、

「

『

地

域

一

番

を

目

指

し

ま

し

ょ

う

』

が

目

標

」

と

い

う

若

き

経

営

者

は

、

新

た

な

一

歩

を

踏

み

出

し

ま

す

。

千厩

７

企業

紹介
筋力を鍛えるトレーニングマシンやダイエットにも有効な有酸素マシン、日

頃の疲れを癒す肩こり改善マシンなどを完備する24時間営業のフィットネスジ

ム。代表兼インストラクターの佐藤大喜さんが、一関市山目町の約30坪のス

ペースで平成31年３月にフィットネスジム「ふるさとらいふ」を創業、「より

多くの方が利用できる施設へ」と、令和４年１月、設備拡大で千厩町に移転。

令和６年２月には２号店「ふるさとらいふ大東店」もオープン。年齢や性別、

時間にこだわらず、自分に合ったマシンを自由なタイミングで利用できるほか、

インストラクターによる指導(３か月に１回)で健康的な生活をサポートします。

健康健康健康健康はははは宝宝宝宝！！！！一人一人一人一人ひとりにひとりにひとりにひとりに合合合合わせたサポートをわせたサポートをわせたサポートをわせたサポートを

「

ふ

る

さ

と

」

を

思

い

、

若

き

経

営

者

が

誕

生

１

千厩店の内部。各種トレーニ

ングマシンが揃っている。

DATA

〒029-0803

一関市千厩町千厩前田84-1

TEL 080-5745-2071

HP https://www.hurusato2022.com/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第64646464話話話話

今月のテーマ

店名が目を引く千厩店外観。

「パーソナルジム」で装置の説

明をする代表の佐藤大喜さん。

「「「「今の年齢で経験すべきこと今の年齢で経験すべきこと今の年齢で経験すべきこと今の年齢で経験すべきこと」」」」のチャンスを逃さずのチャンスを逃さずのチャンスを逃さずのチャンスを逃さず

地域企業の理念にせまります。

８

「

地

域

一

番

を

目

指

し

ま

し

ょ

う

」

を

目

標

に

地域運営の落とし穴
子どもの仕事

２

３

48
ふるさとらいふ千厩店

「種まき桜」が田植え時期を知らせ、本格的に農作業シーズンに入りました。千厩町大平にある「種まき桜」

は、今年も咲いたでしょうか？これをみなさんが読んでいる頃には、田んぼはもう中干しの時期ですね。

今では高齢化や自作農離れによって、水稲栽培を農業法人に委託するケースも多くなっていますが、私は、父

の亡き後、一人で継ぐことを決意し、５年目になります。本誌でも何度か失敗談を掲載しているのですが、一年

に一度しかない作業であり、経験による判断が求められるため、失敗もありますが、反省しながら、それなりに

楽しんでいるところです。

以前は、種まきをし、ビニールハウスで育苗をしていたのですが、ハウス管理は兼業農家には難しく、苗は買

うことにしているので、我が家の水稲栽培は、耕起作業、肥料散布から本格的にスタートします。

トラクターに肥料散布機を取り付け、面積あたりの散布量を設定すると、自動で肥料が散布されるので、機械

化はやはり便利。しかし、トラクター速度と肥料散布の割合計算が難しい。うまく計算ができないので、過去４

年の経験で、副変速やクリープ速度の調整をするものの、いざスタートしてみると、肥料の量が多く撒かれてい

るような気がしてきて、途中で減らしてみたり……。結果、肥料が２袋あまってしまい、今年もうまくいきませ

んでした(笑)

もう一度トラクターで回ることも考えましたが、２袋という少なさのほか、時間もかかるため、肥料桶に入れ

て手で振ることにしたのですが、この時に思い出したのが、子どもの頃、肥料桶で振る作業をよく手伝っていた

なぁということ。‘‘‘‘子子子子どものどものどものどもの仕事仕事仕事仕事’’’’として、十分に役割を担えるものだったのです。実に30年ぶりくらいにやっ

てみたのですが、体が覚えているもので、短時間で肥料の量を減らした部分に振り直すことができました。

地域で話し合いをしていても、「「「「かつてはかつてはかつてはかつては‘‘‘‘子子子子どものどものどものどもの仕事仕事仕事仕事’’’’だっただっただっただった作業作業作業作業」」」」というのは、たくさん出てきます。

今今今今のののの子子子子どもたちではどもたちではどもたちではどもたちでは経験経験経験経験することのないことをすることのないことをすることのないことをすることのないことを、、、、かつてのかつてのかつてのかつての子子子子どもたちはどもたちはどもたちはどもたちは、、、、生活生活生活生活のののの中中中中でででで体験体験体験体験しししし、、、、技術技術技術技術をををを習得習得習得習得していしていしていしてい

たたたたのです(この場合、児童労働に該当するものではなく、あくまで家のお手伝いレベルのものです)。

ちょっと前の時代は、‘子どもの仕事’と言えば、お風呂で焚く薪材を集めたり割ったりすることや、床の雑

巾がけや柱時計のネジ巻き、暦の日めくりなど。外仕事では、田んぼでの肥料振りや田植え後の植え直し、畑の

草取り、収穫など、季節季節季節季節ごとにごとにごとにごとに、、、、「「「「日常生活日常生活日常生活日常生活をををを送送送送るるるる中中中中でででで子子子子どもでもどもでもどもでもどもでも十分十分十分十分にににに担担担担えることえることえることえること」」」」がありましたがありましたがありましたがありました。。。。お手伝い

をすることにより、そのそのそのその意味意味意味意味をををを知知知知りりりり((((見見見見てててて覚覚覚覚えるえるえるえる))))、、、、季節季節季節季節をををを知知知知りりりり、、、、四季四季四季四季のののの生活生活生活生活のノウハウのノウハウのノウハウのノウハウをををを覚覚覚覚えていったえていったえていったえていったと同時に、

「「「「家族家族家族家族」」」」というチームのというチームのというチームのというチームの結束力結束力結束力結束力もももも高高高高まっていたまっていたまっていたまっていたのだと思います。

ずいぶんと便利になり、子どもの仕事も‘家事手伝い’が中心のように様変わり。生活の中から‘生きる術’

を身につける機会が減っていると課題視されることもあるのですが、実際、我が子の様子を見ていると、花の蜜

を吸ってみたり、草摘みをして髪飾りを作ったり、側溝があれば入って水遊

びをしたりしていて、案外案外案外案外、、、、昔昔昔昔のののの子子子子どもとやることはどもとやることはどもとやることはどもとやることは変変変変わっていないわっていないわっていないわっていないんだな

と思うことも。今今今今はははは、、、、チャンスがチャンスがチャンスがチャンスが少少少少ないだけでないだけでないだけでないだけで、、、、「「「「いかにチャンスをいかにチャンスをいかにチャンスをいかにチャンスを与与与与えてえてえてえて

あげられるかあげられるかあげられるかあげられるか」」」」がががが大事大事大事大事なのでしょう。

「わざわざチャンスを与えなければいけない」こと自体が課題だという見

方もできますが、そういう環境を作ったのは今の大人なのですから、大人の

都合だけではなく、視野を広く持たないと「誰のための地域なのか？」とい

う疑問が生じます。子どもは、いつの時代も子ども。むしろ、今の子どもの

方が、デジタルを使いながら、昔のようなアナログなこともするので、ハイ

スペックなのかもしれません。

そのそのそのその年代年代年代年代だからこそだからこそだからこそだからこそ感感感感じることをじることをじることをじることを存分存分存分存分にににに体験体験体験体験することで、五感を刺激し、

デジタルの刺激や興味も持ちつつ、社会の仕組みが複雑化する「現代」、そ

して「将来」を生きてほしいものです。

本誌「自由研究」で密着した茅葺屋根の
葺き替え作業での一コマ。こうした作業風
景にも、かつては子どもたちの姿があったこ
とでしょう。



茅

葺

屋

根

(

草

屋

根

)

は

、

縄

文

時

代

の

竪

穴

式

住

居

に

見

ら

れ

る

よ

う

に

、

紀

元

前

か

ら

存

在

し

て

い

た

と

言

わ

れ

、

屋

根

の

形

状

や

材

料

(

ス

ス

キ

、

ヨ

シ

、

稲

・

麦

藁

等

)

の

違

い

は

あ

る

も

の

の

、

全

国

的

に

存

在

し

て

い

ま

し

た

。

断

熱

性

、

保

温

性

、

雨

仕

舞

、

通

気

性

、

吸

音

性

を

兼

ね

備

え

る

茅

葺

屋

根

は

、

当

市

に

お

い

て

も

、

昭

和

初

昭

和

初

昭

和

初

昭

和

初

期期期期

ま

で

は

ま

で

は

ま

で

は

ま

で

は

民

家

民

家

民

家

民

家

のののの

大

半

大

半

大

半

大

半

を

占

め

て

い

ま

し

た

。

一

方

で

、

茅

葺

屋

根

の

欠

点

は

耐

火

性

耐

火

性

耐

火

性

耐

火

性

がががが

悪悪悪悪

いいいい

こ

と

で

す

。

一

度

火

が

付

く

と

直

ぐ

に

延

焼

し

て

し

ま

う

た

め

、

建

物

が

密

集

す

る

と

こ

ろ

で

は

度

々

火

事

が

発

生

。

明

治

以

降

、

各

地

で

鉄

道

の

開

通

が

進

む

と

、

蒸

気

機

関

車

蒸

気

機

関

車

蒸

気

機

関

車

蒸

気

機

関

車

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の
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のののの
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屋
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引

火
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火
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火

引

火
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火

事

火

事

火
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火

事
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発

生

発

生

発

生

発

生

し

て

い

た

し

て

い

た

し

て

い

た

し

て

い

た

と

い

う

記

録

も

…
…
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そ

の

た

め

、

国

が

沿

線

の

茅

葺

屋

根

を

ス

レ

ー

ト

ま

た

は

瓦

葺

き

に

改

良

す

る

補

助

事

業

を

実

施

し

た

り

、

建

築

基

準

法

建

築

基

準

法

建

築

基

準

法

建

築

基

準

法

な

ど

の

整

備

が

進

め

ら

れ

た

こ

と

で

、

防

火

性

は

高

ま

っ

た

も

の

の

、

沿

線

沿

線

沿

線

沿

線

やややや

市

街

地

市

街

地

市

街

地

市

街

地

をををを

中

心

中

心

中

心

中

心

にににに
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戦

後

戦

後

戦

後

戦

後
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茅

葺

屋

根

茅
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根
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葺
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根

茅

葺

屋

根
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激

減

激

減
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センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
88888888

茅葺屋根の家がスタンダードだった昭和初期までは、各地に存在した茅葺職人。現

在、当市に茅葺職人は１名のみ。茅葺屋根の葺き替えをするときの「茅葺」「茅採

取」の技術はユネスコ無形文化遺産「伝統建築工匠の技」にも登録されており、文化

として継承すべき貴重な技術です。そこで、当市に現存する茅葺屋根の葺き替え作業

に密着し、その職人技(伝統技術)を記録しました。

※記載内容はあくまでも当センター独自調査の結果です。

10 ９

■■■■
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昔

今

昔

今

昔

＜参考文献＞ 今野幸正(2009)『みちのくいわての消えゆく茅葺「直家(すごや)」』/菊地憲夫(2003)『岩手の古民家建築』/玉井哲雄(2008)『日本建

築の歴史』 他 ※記載できなかった参考文献等は当センターＨＰにて掲載しています。

本誌2024年１月号の「火のある暮らし」で、調査にご協力いただいた室根町矢越の小

山家で、茅葺屋根の葺き替え作業(差し茅／20年数年ぶり)を行うという情報を入手した

我々。

茅葺屋根茅葺屋根茅葺屋根茅葺屋根のののの

「差し茅」「差し茅」「差し茅」「差し茅」作業に作業に作業に作業に

密着してみた密着してみた密着してみた密着してみた

一関 ３ ２ ２

花泉 ３ ３ ２

川崎 ２ ０ ０

千厩 ５ ５ １

大東 ０ １ １

東山 ０ ０ ０

室根 ７ ３ ０

藤沢 ２４ １０ ０

上述の通り、維持が難しいことから、全国的にその数を減らした茅葺屋根の家ですが、新築で建造することは可能なの

でしょうか？昭和25年に公布された「「「「建築基準法建築基準法建築基準法建築基準法」」」」のののの第第第第22222222条条条条(当時)で「建築物の屋根は不燃材で造り、又は葺かさなけれ

ばならない」と明記されたことにより、屋根には不燃材料の使用が義務づけられ、茅葺屋根を新築で造ることは実質禁止

とされました。その後、何度か法改正が行われ、当市の場合、現在は「「「「建築基準法第建築基準法第建築基準法第建築基準法第22222222条条条条」」」」と「「「「準防火地域準防火地域準防火地域準防火地域」」」」に指定され

ている地域(一関一関一関一関、、、、千厩千厩千厩千厩、、、、東山東山東山東山、、、、花泉花泉花泉花泉、、、、大東地域大東地域大東地域大東地域のののの一部一部一部一部がががが規制規制規制規制のののの対象地域対象地域対象地域対象地域。ちなみに宮城県は全県下で法22条地域)では新

築や既存の茅葺屋根の家に対する増築などができません。

つまり、規制対象地域規制対象地域規制対象地域規制対象地域でなければでなければでなければでなければ、、、、新築等新築等新築等新築等もももも可能可能可能可能ですが、新築費用が高い(職人や業者が少ない、原材料の不足等)こと

や、その後の維持管理の大変さなどから、通常の住居を新築するよりもハードルが高いと言わざるを得ないでしょう。し

かし近年、茅葺民家での暮らしに憧れ、「「「「トタントタントタントタン屋根屋根屋根屋根をををを被被被被せたせたせたせた元茅葺民家元茅葺民家元茅葺民家元茅葺民家」」」」をををを復活復活復活復活させるさせるさせるさせる事例事例事例事例もあるとか。様々な観点か

ら、その魅力が再評価され始めています。

小山家の葺き替え作業は市内各地の有志による協

力のもと、健在する「市内で唯一の職人※」が棟梁を務

めるということで、その作業に密着させていただきまし

た(令和５年12月～令和６年４月)。

具体的な作業の流れや技術は次号でお伝えすること

とし、今月は、棟梁の佐藤さんが茅葺職人になったきっ

かけや職人としての想いなどを中心にご紹介します。

お世話になった職人さんたち
(手前中央が小山家ご夫婦)

※今回は「職人」の定義を「その技術を生業としている人」としています。小山家の葺き替え作業には、棟梁の佐藤

さんや市内各地から集まった有志が複数人作業に参加していますが(我々もお手伝いで参加)、「職人」とはカウント

していません(「かやぶき民家を残す会」がかつて行った茅葺職人養成の受講者(職人見習い)の人もいます)。

※なお、茅葺屋根の葺き替えを生業とする秋田県在住の若い「職人」さんも２名参加していました。

千厩町小梨にある県指定有形文化財

(平成８年指定)の「村上家住宅」。

同宅の管理を行う村上和子さんは、

平成17年に「かやぶき民家を残す

会」を立ち上げ、茅葺職人の育成を

行ったことも(現在は会員の高齢化

により活動休止中)。

※「村上家住宅」の茅葺屋根の維持管理

は現在も有志の「結」で行っている。

当地域における茅葺屋根の建物

仕事の流儀１

「棟梁」を選任 茅葺屋根の葺き替え作業が「結」で行われていた時代、近隣の複数軒で「茅無尽(後述)」を組み、材

料の供給に加え、労働力も提供し合っていました。当時は集落内に「棟梁」になり得る人材が何人か存

在しており、そうした人材(≒職人)を選任するところからスタートします。逆に「茅無尽」等が存在し

ない現代においては、棟梁が「自分の手元で作業してくれる人」を選任することがスタートと言えます。

今回の「棟梁」
佐藤才治(昭和11年生まれ／取材時87歳／藤沢町在住)

【【【【茅葺職人茅葺職人茅葺職人茅葺職人になったきっかけになったきっかけになったきっかけになったきっかけ】】】】

中学校卒業とともに茅葺きの仕事を始めて72年が経つ。当時、生活が苦しく貧しかったため、近所の茅葺職

人の下で生活費を稼いだ。

葺き替えをする家では、朝食をご馳走になりながら、「茅こさえ」や「茅束ね」の作業をし、一日80円(今

で600円程)をもらっていた。

【【【【‘‘‘‘職人職人職人職人’’’’としてとしてとしてとして認認認認められたのはいつめられたのはいつめられたのはいつめられたのはいつ？？？？】】】】

茅葺きを本業にする人は稀。多くの職人が農家や山仕事をしながら農

閑期に茅葺きの仕事をしていた。自分も山仕事(木こり)などをしなが

ら、副業として茅葺きの仕事をしていた。

茅束作りを10年行いながら、師匠や先輩をよく見て一連の流れを覚え

ていった。屋根に上り始めたのが20代頃で、50代になってようやく棟

梁を任せられるようになり、一人前(職人)として認められた。

【【【【茅葺職人茅葺職人茅葺職人茅葺職人がががが減減減減ったったったった要因要因要因要因はははは？？？？】】】】

昔は集落内に棟梁になり得る人材が存在し、その人に葺き替えの話が来る(または仕事を取ってく

る)。仕事を頼まれた人または仕事を取ってきた人が棟梁となる流れがあったが、弟子の育成に時

間がかかることや、茅葺屋根自体が減り、かつては毎年あった仕事が、不定期となり、収入が安定

しなくなったことで、この職に魅力を感じる人がいなくなったのだろう。

茅の下処理を行う才治さん

この仕事のやりがいを「一連の作業

を覚えるまでは苦労したが、葺き替

えを行う中で、自分が手掛けた角が

綺麗に仕上がっていくこと」と語る。

仕事の流儀２

「茅」の準備 植物分類学上は「茅」という植物は存在せず、ススキ、ヨシ、チガヤ、カリヤスなどのイネ科の総称

を指します。当地域では、茅＝ススキやオギを指すことが多いようです。

茅葺屋根の家は、もう作れない⁉

茅葺屋根が主だった時代は、20戸程度の近隣の家々で「茅無尽」を組織し、年に１戸の屋根が葺ける程度の茅場(茅を育てる山野)を

持っていました。葺き替えは、年限に達した家から順番に行われ(入札制の無尽も)、計画的に茅葺屋根を維持していました。

しかし、茅葺屋根の家が減り始めると、「茅無尽」も維持できなくなり、茅や人手を集めることも困難に……。結果的に茅葺屋根を維

持するには業者などへの依頼をせねばならず、多額の費用が発生することから、維持を諦める家が増えたと考えられます。

そんな中、今回は、有志の協力の元、自分たちで市内の茅刈場(大東町興田)で茅の刈り取りを行いました。

刈取作業は農閑期の11月下

旬～雪が降る前に。毎年刈

取りを行うことで、３ｍ弱

の真っ直ぐで茎がしっかり

している均一性のある良質

な茅に育つため、葺き替え

の予定がなくても、茅を刈

取ることが大事なのだとか。

Step1 茅を刈る Step2 茅を‘まるく’ Step3 運搬する Step4 乾燥・保管

今回は「差し茅」なので完

全な葺き替え時の３分の１

程度の量を使用。運搬時の

束をほどき、小束４つに整

え、さらにその小束を１つ

の大束(大丸)に整えて保管。

軒下での乾燥だと、雪囲い

代わりにもなるそう。

刈る→選別→方向を揃えて

‘まるく(束ねる)’という

作業を分担で行う。茅は太

く固いため、草刈り機でも

重労働。背丈より長いため、

同じ方向に倒すにはコツが

必要(同一方向に倒さない

と、束ねる人が大変)。

かつては家の周辺に茅刈場

があり、各家の軒下で乾燥

させたが、今回は茅刈場か

ら離れた倉庫で乾燥させる

ため、軽トラックで運搬。

長さのある茅を運搬するの

は一苦労……。当時は馬や

牛の背中でしょうか。

屋根の趣を左右する角部分に

はオニガヤ(≒荻(オギ))と呼

ばれる太く光沢のある茅を使

用。入手が難しく貴重な茅。

うち文化財

や観光施設

※運搬時の状態。

この束を整え直す。

※１今野幸正(2009)『みちのくいわての消えゆく茅葺

「直家」』に掲載されていた数(実態と異なる可能性あり)

※２ 小森塾／未掲載なだけで、平成15年にも存在している

※２

平成

15年※１

令和

６年

次号では葺き替え作業の流れをご紹介します！


